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主日礼拝

〈聖書のみことば〉

詩篇 119 篇 105節

「あなたのみことばは

私の足のともしび

私の道の光です。」



主日礼拝・プログラム

・前 奏

・招 詞 エレミヤ 31:3～4

・賛 美 みそのSB か-4「神の家族」

LP132「心静かに」

・祈 り

・月間賛美 みその SB し-21「主よ捧げます」

・主の祈り

・聖書朗読 詩篇 119：9～16

・宣 教 「みことばを心に蓄えて」

―みことばの光に照らされて⑵―

丸山悟司牧師

・応答賛美 聖歌 496「主と主のことばに」

・聖餐式 聖歌 399「カルバリやまの十字架」

・ 11 月誕生者の祝福の祈り

・感謝献金 LP132「心静かに」

讃美歌547「今ささぐる」

・頌 栄 讃美歌541

・祝 祷

・報 告



【説教要旨】「みことばを心に蓄えて」（詩篇 119:9-16）

―みことばの光に照らされて⑵― 丸山悟司牧師

詩篇はときに「聖書の中の聖書」とも言われ、聖書全体のちょうど真ん中に位置し

ています。詩篇の中でも最長の詩篇 119 篇は 22 の連によって成り、それぞれが 22

のヘブル語のアルファベットに対応しています。きょうの箇所、第二連のキーワー

ドは、「約束」と「喜び」です。

1 みことばにある約束

前半の9節から11節を読むと、一見、とにかく自分の道を清く保ち、神に対して

罪を犯さないように、最善の注意を払って、みことばの枠から外れないように生

きることが要求されているように思われるかもしれません。しかし、「私はあな

たのみことばを心に蓄えます。あなたの前に罪ある者とならないために」（11

節）の「みことば」には、「約束」という意味が込められており、みことばの約

束に信頼して善をなすようにとの奨励なのです。私たちの主は、やみくもに上か

ら命令を下し、従わなかったらただ鞭を振るうような神ではなく、従順に伴う約

束をもって、私たちを祝福しようと待ち構えていてくださる方です（イザヤ

30:18）。

2 みことばにある喜び

生活の中に喜びがあれば、それは私たちの活力になり、たとえ困難な状況にあっ

ても、私たちを前に進ませてくれる原動力になります。「主を喜ぶことは、あな

たがたの力だからだ」（ネヘミヤ 8:10）と書かれている通りです。主を喜ぶと

は、主のみことばを喜ぶことでもあります。詩篇 119 篇の作者は、「私は あな

たのさとし（みことば）の道を どんな宝よりも楽しんでいます…私は あなたの

おきて（みことば）を喜びとし あなたのみことばを忘れません」（119:14,

16）と、うたいます。みことばが私たちにとっての喜びとなるためには、まずも

って聖書を読み、みことばを理解して咀嚼し、私たち自身に適用して、自分のも

のとすることが肝要です。



＜報告と案内＞

★本日は礼拝に引き続き「子ども祝福式」が行われます。

★12 月 5 日開催の「ファミリー・クリスマスコンサート」のチラシ配布

を本日より 15 日までに行いたいと思います。ご協力くださる方は、

礼拝後 1 階にお集まりください。分担の説明と祈りの時を持ちます。

★12 日(木）午前 6:30～7:00「早天祈り会」が行われます。

★先週の「つばめさわキリスト教会・支援献金」へのご協力に感謝

いたします。詳細については御園 LINE をご覧ください。

★先週 2 日～3 日に行われた連合総会において、連合の新年度(2027 年

1 月～12 月）の主題聖句はローマ人への手紙 8 章 35 節、テーマは

「キリストの愛に結ばれて」となりました。お祈りに感謝します。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

〈次週の主日礼拝〉 ２０２６年 11 月 15 日 11 時より

メッセージタイトル「感謝」

説教者：崔錫允師

応答賛美：聖歌 604「のぞみも消えゆくまでに」

★午前 9 時 30 分から 3 階にて教会学校が行われます

＊今週の「早天祈り会」聖書通読箇所：エゼキエル書 42～48 章

宗教法人/日本バプテスト教会連合

御園バプテスト教会

牧師：丸山悟司

住所：〒252-0321 神奈川県相模原市南区相模台2-3-7

電話番号：042-766-0805


